
 

 

 

 12月１６日（月）全農埼玉県本部、埼玉県酪農教育

ファーム主催の「わくわくモーモースクール」が開催さ

れました。成牛 1 頭、子牛 2 頭も来て、子供達が実際

に触れあったり、搾乳の体験をしたりすることができま

した。米作りのお話やバター作り体験もあり、毎日飲ん

でいる牛乳について詳しく知ることができ、命を大切に

するという気持ちを育むことができました。 

  

 

 

 12月 2日（月）に 5年生が川越方面へ、13日

（金）に 4年生が防災センター、行田浄水場へ校外学習

に行きました。5 年生は川越市場やカントリーエレベー

ターを見学し、農作物等が消費者へ届くまでの仕組みに

ついて学びました。また、班別行動で川越市内を散策し

ました。4年生は、行田浄水場では水がきれいになるま

での仕組みについて学びました。 

 
 
 
12 月 12 日・13日に校内書きぞめ競書会を行いまし

た。一画一画丁寧に心をこめて書き上げることができま
した。 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

日 曜 行事予定 
アフター 

スクール 

1 水 年末年始休業日  

2 木 年末年始休業日  

3 金 年末年始休業日  

4 土   

5 日   

6 月   

7 火 冬季休業日終了  

8 水 
3学期始業式 
3時間授業、一斉下校 

 

9 木 3時間授業  

10 金 給食開始  

11 土   

12 日   

13 月 成人の日  

14 火 
衛生検査、発育測定 1年・こす 
PTA運営委員会 

〇 

15 水 
発育測定 2年 
幸手市手をつなぐ子らの作品展 
 （ウエルス幸手 ～21 日） 

〇 

16 木 発育測定 3年、委員会活動  

17 金 発育測定 4年、おむすび給食  

18 土   

19 日 とくの日  

20 月   

21 火 
発育測定 5年 
6年校外学習（国会議事堂他） 

〇 

22 水 発育測定 6年 〇 

23 木 クラブ活動、スマイルタイム  

24 金   

25 土   

26 日   

27 月   

28 火  〇 

29 水  〇 

30 木 クラブ活動、読み聞かせ  

31 金 5時間授業  

 

 
学校では インフルエンザへの感染予防の方法を指導・実施します。 

うがい手洗い 

をしよう 

 

家庭では 家族全員で「手洗い、うがい」を励行してください。 

地域では さくら小の子に会ったら、あいさつをお願いします。 

幸手市立さくら小学校 

児 童 数  ４ ０ ２ 名 

令和６年度  １月号 
さくら小 HP 

転出の予定がある場合には早めの連絡を 
児童数の変動により、学級数の変動があります。転

出の予定がある場合には、なるべく早く担任又は教頭
までお知らせいただきますようお願いいたします。 
スマホの日 

   幸手市では、「スマートフォンわたしたちの行動宣言」をも
とに毎月１１日は、スマホの日としています。「これでいい

（１１）かな？」と、スマホとの関わり方について家族で話

し合ったり、友達と考えたりしましょう。 

お
知
ら
せ
と
お
願
い 

謹賀新年 

 

 

校 長 岸 千里 

あけましておめでとうございます。さくら小の子供たちとともに新しい年を迎えることができ

て、うれしく思います。 

今年は巳年です。「蛇だけはダメ、畑仕事をしていて、蛇に出会って、しばらく草取りができな

かった。」と話す友人もいます。このように、「蛇」というと、しばしば嫌われ者扱いをされがちで

すが、一方で、脱皮を繰り返して成長することや、その生命力の強さから、「再生」「復活」「長

寿」を象徴し、縁起がいい生き物とされることもあります。神様のお使いといわれることもありま

すね。みなさんは、へびに対してどのようなイメージを持っているでしょうか？プラスのイメージ

で一年がよくなる！と思いながら、子供たちには目標を定めていってほしいと思います。 

「校長先生、ここには蛇がいるよ」と体育館の外階段のところを指しながら教えてくれる低学年

の児童がいます。「茶色くって、そんなに長くなかったよ」「きっと毒がないから大丈夫」だそうで

す。好奇心旺盛で、観察眼をもつ子供たち、今年は何を見つけてくれるのか楽しみです。遭遇した

くない方は、お気をつけて…。 

このお正月久しぶりに「箱根駅伝」に注目していました。特にシード権争い。応援している大学

が該当校だったこともあり、少しだけ関わりのある選手がアンカーで走るということもあり、テレ

ビの前で応援していました。シード権を得た１０位と失った１１位との差は、たったの「７秒」で

した。（この大学は、予選会で「1秒差」で本戦出場を勝ち取っていた大学です。）どの大学も全力

でやっているだけに、辛すぎる結果です。217.1ｋｍを 10人で繋ぐ競技、選手は何を思っている

のでしょう。応援していた大学ではないのですが、この一年の悔しさをどう乗り越えていくか…予

選会も楽しみです。 

さて、今回 2025年の巳年は「鬼が出るか蛇が出るか」、いったいど 

んな試練が、または喜びが私たちを待ち受けているのでしょうか。どん 

な困難に直面しても「蛇に見込まれた蛙」のように萎縮することなく、 

チャンスがあれば「長蛇（ちょうだ）を逸する」ことなく、全力で力を 

発揮できる充実した１年にしていきたいものです。 

←5 年生・ 
川越市場 

 
 
4 年生・ 
行田浄水場→ 


